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１．平成24年3月期第２四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日）

（１）連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年 3月期第２四半期 68,261 2.8 3,162 6.1 3,225 5.0 1,842 19.5

23年 3月期第２四半期 66,377 28.1 2,979 228.1 3,072 207.8 1,542 103.2

(注) 包括利益 24年3月期第2四半期 1,909百万円(51.8％)  23年3月期第2四半期 1,257百万円(―％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

 24年3月期第２四半期 7,992 58 7,987 24

 23年3月期第２四半期 6,631 87 6,625 06

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

 24年3月期第２四半期 62,499 25,834 40.4

 23年3月期 67,562 24,377 35.3

(参考) 自己資本  24年3月期第２四半期 25,279百万円  23年3月期 23,828百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

  23年 3月期 ― 2,000 00 ― 2,000 00 4,000 00

 24年 3月期 ― 2,000 00

 24年 3月期(予想) ― 2,000 00 4,000 00

３．平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 140,000 6.1% 6,500 6.6 6,400 3.2 3,700 63.8 16,047 81



  

 
（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（その他）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特

有の会計処理の適用」をご覧下さい。 

 

 
 当社は前連結会計年度より従業員持株会信託を導入しております。当該信託にかかる従業員持株会信託口が所有する

当社株式については、連結財務諸表において自己株式として会計処理しているため、「期末自己株式数」には、従業員

持株会信託口が所有する当社株式の期末株式数1,871株（24年3月期２Ｑ）、2,057株（23年3月期）をそれぞれ含め、

「期中平均株式数」からは、従業員持株会信託口が所有する当社株式の期中平均株式数1,973株（24年3月期２Ｑ）、

1,628株（23年3月期２Ｑ）を控除しております。 

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであ

り、実際の業績には様々な要因によって予想値と異なる場合があります。当期の予想に関する事項につ

いては、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的

情報」をご覧ください。 

  

  

４．その他

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年 3月期２Ｑ 247,371株 23年 3月期 247,371株

② 期末自己株式数 24年 3月期２Ｑ 16,708株 23年 3月期 16,894株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年 3月期２Ｑ 230,561株 23年 3月期２Ｑ 232,516株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く環境は、国内では東日本大震災の影響に

より急激に低下していた自動車生産が、期半ばから急速に回復し、期末にはほぼ震災前の水準となりま

した。一方海外は、アジア地域では物流量が減少に転じましたが、欧米では金融不安があったものの物

流量は底堅く、総じて堅調に推移いたしました。しかしながら、長引く円高や株価の低迷、欧米での景

気後退懸念などの影響により、先行きは依然として不透明な状況が続いております。 

 このような状況の中、当社グループは「変革への挑戦を続け、グループの更なる進化をめざす。」と

いうビジネスプランの基本方針の下、企業体質の強化を図るとともに、営業力を高めて新たな成長をめ

ざし、顧客志向に基づく商品力・マーケティング力強化に注力し、ロジスティクスとフォワーディング

の融合の深化によるハイブリッドなビジネスモデルの展開、主力事業である自動車部品物流における海

外市場での展開の加速、及び非自動車分野における国内３ＰＬ大型案件の受注拡大に取り組んでまいり

ました。その具体的な取り組みとして、非自動車分野においては当社の関西地区最大規模の面積を有す

る大阪物流センター（大阪市西淀川区）を４月に開設し、自動車分野においては九州地区の業務拡大に

対応するため九州第６物流センター（福岡県京都郡）開設の準備を進めております。海外では、イン

ド・チェンナイに新たな倉庫が完成し、インドネシアにおいて新会社を設立することを決議いたしまし

た。また、親会社の株式会社日立物流とのシナジーについては引き続き検討しており、一部で協業を開

始いたしました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の連結業績は次のとおりとなりました。 

                               （単位：百万円） 

 
  

当第２四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績については、以下のとおりであります。 

①国内物流事業 

 国内物流事業につきましては、期前半では東日本大震災により寸断されたサプライチェーンの影響は

広範囲かつ甚大であり、自動車産業においても生産が一時停止するなどその影響を大きく受けました。

一方期後半にはサプライチェーンの早期回復による自動車生産の復調を背景として、自動車部品の工場

間輸送、ＫＤ梱包作業及び完成車船積みなどの自動車関連物流が、全般的に堅調な荷動きとなりまし

た。また流通関連物流では大阪物流センターが本年4月に稼動を開始し、関西地区における食品物流需

要の取り込みを図りました。 

 この結果、当事業の売上高は、前年同期に比べ16億2千1百万円、3.7％増収の455億8千万円、営業利

益につきましては、前年同期に比べ7千6百万円、4.0％減益の18億2千5百万円となりました。 

②国際物流事業 

 国際物流事業につきましては、世界的に不安定な経済情勢により日本発着の輸送需要は航空・海上と

もに減少したものの、航空運賃が落ち着いた状況で推移するとともに期初を中心にサプライチェーン寸

断に伴う緊急輸送の取り込みを図りました。 

 この結果、当事業の売上高は、前年同期に比べ3億9千2百万円、3.3％減収の115億9千6百万円、営業

利益につきましては、前年同期に比べ1億6千4百万円、33.1％増益の6億5千9百万円となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期
連結累計期間

前第２四半期
連結累計期間

前年同四半期比

増減
伸率
（％）

売上高 68,261 66,377 +1,884 +2.8

営業利益 3,162 2,979 +182 +6.1

経常利益 3,225 3,072 +152 +5.0

四半期純利益 1,842 1,542 +300 +19.5
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③海外物流事業 

 海外物流事業につきましては、アジアでは自動車の現地生産拡大による自動車部品のロジスティク

ス、フォワーディングが増加したものの、主に中国での物価上昇に伴うコスト増や、航空貨物の海上輸

送へのシフト等による航空貨物輸送量の減少など、やや厳しい状況で推移いたしました。 

  一方欧米では欧州における好調な自動車生産によるロジスティクスの増加、並びに米州・欧州からの

新興国向けを主体とした航空貨物輸送量の増加などにより、好調に推移しました。 

 この結果、当事業の売上高は、前年同期に比べ6億5千5百万円、6.3％増収の110億8千4百万円、営業

利益につきましては、前年同期に比べ9千3百万円、16.0％増益の6億7千7百万円となりました。 

（連結財政状態の変動に関する情報） 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ50億6千3百万円減少の624

億9千9百万円となりました。これは主に受取手形及び売掛金が21億3千3百万円増加した一方、現金及び

預金が71億5百万円減少したことによるものです。 

 負債合計は、前連結会計年度末と比べ65億1千9百万円減少の366億6千4百万円となりました。これは

主に借入金の減少61億9百万円によるものです。 

 純資産は、前連結会計年度末と比べ14億5千6百万円増加の258億3千4百万円となりました。これは主

に剰余金の配当として4億6千万円の減少があった一方、四半期純利益として18億4千2百万円を計上した

ことによります。 

 この結果自己資本比率については、前連結会計年度末に比べ5.1ポイント改善し、40.4％となりまし

た。 

  

   （連結キャッシュ・フローの状況に関する情報） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動によ

り1億5千2百万円の増加、投資活動により6億3千7百万円の減少、財務活動により66億5千万円減少した

ため、前連結会計年度末に比べ70億9千5百万円減少し、53億3千4百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と、それらの要因は次のとおりであ

ります。 

・営業活動によるキャッシュ・フロー 

 当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、増加した資金は、1億5千2百万円となりまし

た。これは主に税金等調整前四半期純利益32億3千万円、減価償却費8億7百万円、仕入債務の増加15

億3千3百万円の増加要因があった一方、売上債権の増加21億7百万円、法人税等の支払額12億2千万

円、和解金の支払額8億1千万円、独禁法関連引当金の減少額7億8千7百万円といった減少要因があっ

たことによります。 

・投資活動によるキャッシュ・フロー 

 当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、減少した資金は、6億3千7百万円となりまし

た。これは主に有形固定資産の取得により5億4千5百万円、無形固定資産の取得により1億7千1百万

円を支出したことによります。 

・財務活動によるキャッシュ・フロー 

 当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、減少した資金は、66億5千万円となりまし

た。これは主に短期借入金の純増11億6千9百万円の増加要因があった一方、長期借入金の返済支出

72億7千4百万円、配当金の支払額4億6千2百万円といった減少要因があったことによります。 

  

平成24年３月期の業績予想につきましては、平成23年5月26日発表の数値から変更はありません。 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

  

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

（４）追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

 第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の

変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月4日）及び「会計上の変更

及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月4日)を適用

しております。 

 なお、国際物流業務に係る事業費用の一部（輸送事務に係る人件費及び経費）については、従来、販

売費及び一般管理費に計上していましたが、第１四半期連結会計期間より売上原価に計上する方法に変

更しました。この変更は、平成23年4月に当社が株式会社日立物流の子会社となったことに伴い、同社

との表示方法の統一を図るとともに、輸送事務費用の売上原価的要素の割合が増加傾向にあることを考

慮し、より精緻な原価管理を行うために実施したものであります。 

 当該表示方法の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書の組替え

を行っております。 

 この結果、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書は、売上原価が27億2千6百万円増加

し、販売費及び一般管理費が同額減少し、その結果、売上総利益が同額減少しております。 

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,439 5,334

受取手形及び売掛金 19,791 21,924

有価証券 8 －

貯蔵品 80 93

繰延税金資産 1,205 1,205

その他 1,986 1,942

貸倒引当金 △103 △109

流動資産合計 35,407 30,390

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 19,603 19,701

減価償却累計額 △10,671 △11,007

建物及び構築物（純額） 8,931 8,694

機械装置及び運搬具 4,149 4,167

減価償却累計額 △3,232 △3,257

機械装置及び運搬具（純額） 916 909

土地 13,625 13,625

建設仮勘定 3 296

その他 1,656 1,649

減価償却累計額 △1,256 △1,264

その他（純額） 400 385

有形固定資産合計 23,878 23,910

無形固定資産   

のれん 2,253 2,170

その他 1,629 1,480

無形固定資産合計 3,883 3,651

投資その他の資産 4,376 4,532

固定資産合計 32,138 32,094

繰延資産 16 13

資産合計 67,562 62,499
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 10,790 12,338

短期借入金 6,972 8,140

1年内返済予定の長期借入金 5,539 1,579

未払法人税等 731 858

賞与引当金 1,484 1,479

役員賞与引当金 22 －

独禁法関連引当金 787 －

その他 4,809 3,832

流動負債合計 31,138 28,229

固定負債   

社債 2,000 2,000

長期借入金 3,698 380

長期預り金 860 884

長期未払金 714 647

繰延税金負債 1,996 2,004

退職給付引当金 2,304 2,015

役員退職慰労引当金 2 2

負ののれん 78 76

その他 391 423

固定負債合計 12,046 8,435

負債合計 43,184 36,664

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,868 3,868

資本剰余金 13,789 13,793

利益剰余金 10,050 11,431

自己株式 △2,232 △2,210

株主資本合計 25,475 26,883

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 60 53

為替換算調整勘定 △1,708 △1,657

その他の包括利益累計額合計 △1,647 △1,603

少数株主持分 549 555

純資産合計 24,377 25,834

負債純資産合計 67,562 62,499
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(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
(四半期連結損益計算書) 
(第2四半期連結累計期間) 

(単位：百万円)

前第2四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年９月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
  至 平成23年９月30日) 

売上高 66,377 68,261

売上原価 59,241 61,363

売上総利益 7,136 6,898

販売費及び一般管理費 4,156 3,735

営業利益 2,979 3,162

営業外収益   

受取利息 12 8

受取配当金 16 19

為替差益 114 69

負ののれん償却額 11 2

持分法による投資利益 20 19

その他 43 38

営業外収益合計 218 156

営業外費用   

支払利息 94 76

株式交付費償却 5 －

支払手数料 3 －

その他 21 18

営業外費用合計 125 94

経常利益 3,072 3,225

特別利益   

固定資産売却益 15 21

投資有価証券売却益 1 －

その他 11 4

特別利益合計 27 25

特別損失   

固定資産売却損 7 0

固定資産除却損 30 3

投資有価証券評価損 51 3

減損損失 129 －

事業再編損 87 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 19 －

その他 14 12

特別損失合計 340 20

税金等調整前四半期純利益 2,759 3,230

法人税等 1,152 1,355

少数株主損益調整前四半期純利益 1,607 1,874

少数株主利益 65 32

四半期純利益 1,542 1,842
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（四半期連結包括利益計算書） 
 （第2四半期連結累計期間） 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
  至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,607 1,874

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △14 △7

為替換算調整勘定 △293 29

持分法適用会社に対する持分相当額 △41 11

その他の包括利益合計 △349 34

四半期包括利益 1,257 1,909

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,204 1,886

少数株主に係る四半期包括利益 53 22

-8-

平成24年3月期　第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結）



(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
  至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,759 3,230

減価償却費 755 807

のれん償却額 72 80

貸倒引当金の増減額（△は減少） 67 △4

賞与引当金の増減額（△は減少） △59 △6

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △29 △22

独禁法関連引当金の増減額（△は減少） － △787

退職給付引当金の増減額（△は減少） △42 △288

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △31 △0

受取利息及び受取配当金 △28 △27

支払利息 94 76

持分法による投資損益（△は益） △20 △19

固定資産売却損益（△は益） △7 △20

固定資産除却損 30 3

投資有価証券評価損益（△は益） 51 3

投資有価証券売却損益（△は益） △1 0

減損損失 129 －

売上債権の増減額（△は増加） △2,526 △2,107

差入保証金の増減額（△は増加） 160 △231

仕入債務の増減額（△は減少） 1,418 1,533

未払消費税等の増減額（△は減少） 165 △76

長期未払金の増減額（△は減少） △58 △66

その他 △320 98

小計 2,578 2,177

和解金の支払額 － △810

利息及び配当金の受取額 64 81

利息の支払額 △92 △75

法人税等の支払額 △1,416 △1,220

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,133 152
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
  至 平成23年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △1,499 －

有形固定資産の取得による支出 △316 △545

有形固定資産の除却による支出 △21 △2

有形固定資産の売却による収入 25 22

無形固定資産の取得による支出 △302 △171

投資有価証券の売却による収入 2 0

貸付けによる支出 △10 △0

貸付金の回収による収入 13 8

その他 △20 52

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,129 △637

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 974 1,169

長期借入金の返済による支出 △1,806 △7,274

長期借入れによる収入 2,050 －

リース債務の返済による支出 △55 △91

株式の発行による収入 5 －

自己株式の取得による支出 △670 －

自己株式の売却による収入 25 25

配当金の支払額 △587 △462

少数株主への配当金の支払額 △10 △17

財務活動によるキャッシュ・フロー △73 △6,650

現金及び現金同等物に係る換算差額 △178 39

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,248 △7,095

現金及び現金同等物の期首残高 12,022 12,429

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

1 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,775 5,334
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 該当事項はありません。 

  

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ セグメント利益の調整額△１百万円は、セグメント間取引消去であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日) 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ セグメント利益の調整額△0百万円は、セグメント間取引消去であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

(単位：百万円)

報告セグメント 調整額
四半期連結
損益計算書 
計上額

国内物流事業 国際物流事業 海外物流事業 計 (注)１ （注）２

売上高

 外部顧客への売上高 43,959 11,989 10,428 66,377 ― 66,377

 セグメント間の内部売上高 
 又は振替高

323 88 48 459 △459 ―

計 44,282 12,077 10,477 66,837 △459 66,377

セグメント利益 1,901 495 584 2,981 △1 2,979

(単位：百万円)

報告セグメント 調整額
四半期連結
損益計算書 
計上額

国内物流事業 国際物流事業 海外物流事業 計 (注)１ （注）２

売上高

 外部顧客への売上高 45,580 11,596 11,084 68,261 ― 68,261

 セグメント間の内部売上高 
 又は振替高

68 91 48 208 △208 ―

計 45,648 11,688 11,132 68,470 △208 68,261

セグメント利益 1,825 659 677 3,162 △0 3,162

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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４．補足情報

（単位：百万円）

第２四半期累計期間 第２四半期会計期間

当期 前年同期

増減

当期 前年同期

増減2011年 2010年 2011年  2010年

4～9月 4～9月 7～9月 7～9月

（実績） （実績） （実績） （実績）

① ② ①－② ③ ④ ③－④

売上高 68,261 66,377 ＋1,884 35,377 35,109 ＋267

営業利益 3,162 2,979 ＋182 1,979 1,778 ＋201

 （営業利益率） 4.6% 4.5% 5.6％ 5.1％

経常利益 3,225 3,072 ＋152 2,018 1,826 ＋191

 （経常利益率） 4.7% 4.6% 5.7％ 5.2％

四半期純利益 1,842 1,542 ＋300 1,193 977 ＋215

  （純利益率） 2.7% 2.3% 3.4％ 2.8％

１株当たり純利益(円) 7,992.58 6,631.87 +1,360.71 5,173.67 4,233.91 ＋939.76

潜在株式調整後
7,987.24 6,625.06 +1,362.18 5,170.80 4,229.75 +941.05

1株当たり純利益（円）

営業活動によるＣＦ 152 1,133 △981 343 1,106 △762

投資活動によるＣＦ △637 △2,129 ＋1,492 △408 △348 △60

財務活動によるＣＦ △6,650 △73 △6,577 △1,308 △998 △310

現金及び現金同等物 5,334 10,775 △5,441 5,334 10,775 △5,441

設備投資額（無形固定
資産含む）

717 622 ＋95 453 295 ＋158

減価償却額 807 755 ＋52 406 381 ＋25

総資産 62,499 70,389 △7,890

純資産 25,834 24,241 +1,593

自己資本比率（％） 40.4 33.7 ＋6.7

１株当たり純資産(円) 109,594.61 103,041.19 +6,553.42

従業員数(名) 5,409 5,344 ＋65
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